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近年、生体組織内の高速な振動をイメージングできる光計測手法の開発が注目されている。特に、

内耳蝸牛内の感覚上皮帯の特徴的な振動様式は、聴覚の高い感受性や周波数弁別能に深く関与し

ているが、その成立機序の多くは謎のままである。上皮帯振動の解析は、難聴の病態解明へと繋

がる重要な研究となる。本研究では、これらの背景に鑑み、生体組織（特に、内耳蝸牛内の上皮

帯）の内部構造の断層形状計測と振動計測が同時に可能な生体内 3 次元振動分布の可視化装置の

開発を行っている。我々は、多波長走査型光コヒーレンストモグラフィー（MS-OCT）[1]と広視

野ヘテロダイン法[2]を組合せて、0.5 mm四方の平面一括撮像による、OCT分解能 : 2.5 µm、測定

深度: 0.5 mmの三次元断層可視化及び、振幅感度: 5 nm、測定可能周波数: 1～10 kHzの生体内部振

動の可視化を達成した。 

 図 1 に、製作した多波長走査型干渉顕微鏡装置の概略を示す。共振器長可変ファブリ―ペフィ

ルタによりコム間隔可変の疑似的広帯域光コム（帯域 160 nm）を波長 850nm帯で生成し、干渉顕

微鏡の光源として用いた。図２(a)にマウス腎臓細胞の 3次元 OCT 計測結果及び、(b)に 1kHzで振

動を加えた内部断層面の振動計測結果（振幅、位相）を示す。 

 

 

 

 

 

 

    図１．実験装置の概略             図２. 取得した 3次元 OCT画像 

 

 

 

 

(a)表層(728 mm)における振幅及び位相分布  (b)内部層(859 mm)における振幅及び位相分布 

             図３．生体内部の広視野振動分布計測結果 

本研究では、メカノバイロジー機構の解明へと繋がる新規光断層振動撮像装置を開発し、応用可

能性について実験を通して評価した。今後は、生きた動物の内耳計測を目指す。 
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